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幹部面談の実施事例

1． 対　　象：取締役並びに部門長

2． 目　　的： 

（１）取締役等の幹部と定期的に面談を行うことにより、意思疎通を図り、監査環境の整備を図る。

（２）各取締役がどのような問題意識を持っているか、反省点、重点実施事項、対処すべき課題等について意見を交換し、その内容を整理し、社長にレポートすることにより、今後の事業運営の参考としてもらう。

3． 実施時期

　　業務監査の一環として実施する。四半期ごとに面談を行い、その結果を整理し、必要に応じ、監査実施結果報告書に織り込む。

　（年４回程度各幹部と面談の機会を持つ）

4． 実施手順

（１）調査票に記載してもらう内容を定め様式を添付して面談のアポを取る。

　　　　　調査票記載項目（事例）

①前四半期の主な実施事項と反省点

　　　　　　　②当四半期の基本方針や重点推進事項

　　　　　　　③対処すべき課題

　　　　　　　　イ　担当部門の対処すべき課題

　　　　　　　　ロ　当社の対処すべき課題

　　　　　　　　ハ　会社運営全般に関する要望・意見

　　（２）面談実施（１Ｈ　～　１．５Ｈ　程度）

　　（３）簡単な面談メモの作成、共有

　　（４）面談結果の概要をまとめて社長に報告する。

　　（５）必要に応じ、監査実施結果報告書に織り込む。
